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第41号

　昨年11月8日、「第１回おかやまマラソン」が行われました。全国47都道府県から集まった約
１万４千余名のランナーは、中心市街地のジップアリーナ岡山をスタートし、巨大な人波となって市内
ににぎわいをもたらしました。
　中四国最大級規模で行われた今大会の開催が決まってから、市内でも参加に向けてランニングを始め

る人が増えたそうです。健康寿命が全国平均を下回る中、これをのばそうという方針を打ち出している岡山市ですが、この大
会をきっかけに改善への効果が期待されています。
　さて、イベントの主役はランナーの皆さんでしたが、それを支える多くの人々がそれぞれの形でこの大会に関わりました。
出場したランナーの感想の中に、「沿道からの応援がすばらしかった」という声がありました。約13万4千人という観戦者の
応援はランナーを励まし、後押ししたことでしょう。また、コース沿道の町内会や企業、学校等の多くの地元住民からなる、
約4千3百人のボランティアも交通整理や給水ポイントでの補助など、運営に大きく貢献しました。とりわけ、地域に根差し
た活動をしておられる民生委員・児童委員さんのなかには、ボランティアの中心として参加されている方が多数おり、大会運
営への協力を通じて、「沿道からの応援の楽しさを味わえた」との声が聞かれました。
　第１回として行われた今大会の大きなにぎわいの後には、参加したランナーが岡山の景色に触れ、人の温かさを感じてもら
うことができたという達成感と、一緒になって応援をして大会を盛り上げることができたという一体感や充実感とともに、健
康的な生活への意欲が、地元岡山の人々の中で高まっているのではないでしょうか。
※次回「おかやまマラソン2016」は、平成28年11月13日（日）に開催予定です。

岡山市民生委員児童委員協議会　事務局

済世

この広報誌は、共同募金配分金の一部をつかって作成しています。
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十
月
二
十
八
日
、岡
山
市
民
会
館
に
て
、

市
内
全
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
一

堂
に
会
し
て
、
平
成
二
十
七
年
度 

岡
山

市
民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

笠
井
祥
司
岡
山
市
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
副
会
長
に
よ
る
開
会
宣
言
に
続

き
、
国
歌
斉
唱
、
小
銭
純
宏
岡
山
市
民
生

委
員
児
童
委
員
協
議
会
副
会
長
に
よ
る
民

生
委
員
信
条
朗
読
、
物
故
者
へ
の
黙
祷
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
岸
本
俊
男
岡
山
市
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
会
長
が
式
辞
と
し

て
、
子
ど
も
の
貧
困
や
精
神
的
貧
困
な
ど

の
様
々
な
福
祉
課
題
に
直
面
し
て
い
る
現

在
、
地
域
に
あ
っ
て
各
関
連
機
関
及
び
団

体
と
の
つ
な
が
り
を
築
く
と
い
う
役
割
の

重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
、
平
成
二
十
九

年
に
民
生
委
員
制
度
の
源
と
さ
れ
る
済
世

顧
問
制
度
が
百
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
あ

た
り
、
先
人
の
ご
活
躍
を
励
み
に
、
社
会

福
祉
を
支
え
る
柱
と
し
て
日
々
の
活
動
に

取
り
組
ん
で
い

こ
う
と
決
意
を

述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
主
催
者

あ
い
さ
つ
及
び

来
賓
祝
辞
で

は
、
大
森
雅
夫

岡
山
市
長
、
内

田
通
子
岡
山
市

社
会
福
祉
協
議

会
会
長
、
小
林

寿
雄
岡
山
市
議

会
副
議
長
が
、

そ
れ
ぞ
れ
地
域

福
祉
に
お
け
る

日
々
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
活
動
へ
の
感
謝
や
期
待
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
活
動
に
尽
く
さ
れ
た

二
十
二
名
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

●
岡
山
市
長
感
謝
状�

　

大
元
地
区　
　

上
田
井　

保
夫

●
岡
山
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長
表
彰

（
永
年
勤
続
）

　

清
輝
地
区　
　

岩
藤　

清
衛

　

牧
石
地
区　
　

小
野　

信
彦

　

三
勲
地
区　
　

河
合　

あ
つ
子

　

内
山
下
地
区　

松
浦　

利
子

　

吉
備
地
区　
　

佐
藤　

韶
子

　

出
石
地
区　
　

辻　
　

清
美

　

御
南
地
区　
　

青
江　

美
智
子

　

三
勲
地
区　
　

岡
本　

千
枝

　

芳
明
地
区　
　

重
成　

道
明

　

旭
操
地
区　
　

畠
木　

訓
子

　

旭
操
地
区　
　

西
山　

江

　

芳
明
地
区　
　

岩
藤　

修
昌

●
岡
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰�

　

御
野
地
区　
　

光
岡　

嘉
子

　

出
石
地
区　
　

山
田　

弘
子

　

西
大
寺
南
地
区　

播
野　

紀
子

　

足
守
地
区　
　

福
光　

光
一

　

福
田
地
区　
　

大
森　

夏
江

　

旭
東
地
区　
　

野
﨑　
　

実

　

御
野
地
区　
　

分
島　

和
美

　

南
方
地
区　
　

福
島　

節
子

　

三
勲
地
区　
　

才
田　

美
子

　

続
い
て
、
髙
山
学
岡
山
市
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会
副
会
長
が
大
会
宣
言
を
読

み
、
満
場
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
制
度
は
、
岡
山
県
で
済
世
顧

問
制
度
と
し
て
創
設
さ
れ
、
平
成
二
十
九

年
に
百
周
年
を
迎
え
ま
す
。
一
方
、
現
在

の
社
会
で
は
多
様
な
生
活
課
題
を
抱
え
、

支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
人
々
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

経
済
的
困
窮
や
社
会
的
孤
立
、高
齢
者
、

障
が
い
者
、
児
童
へ
の
虐
待
や
、
行
方
不

明
と
な
る
認
知
症
高
齢
者
の
事
例
な
ど
、

我
々
の
社
会
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
福
祉
課

題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
は
、
常
に
住
民
の
立
場
に

立
っ
て
活
動
し
、
地
域
の
幅
広
い
機
関
・

団
体
と
連
携
す
る
と
と
も
に
、
住
民
同
士

の
絆
を
強
め
、
支
え
合
い
助
け
合
う
社
会

の
構
築
に
向
け
一
層
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
我
々
は
、
全
国
に
先
駆
け
て

　
平
成
二
十
七
年
度

　
　
岡
山
市
民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
会

表
彰
受
賞
者

大
会
宣
言
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岡
山
県
で
創
設
さ
れ
た
済
世
顧
問
制
度
発

祥
の
地
の
民
生
委
員
と
し
て
、
伝
統
と
社

会
奉
仕
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、民
生
委
員
・

児
童
委
員
活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
よ

う
、
一
層
の
努
力
を
す
る
こ
と
を
こ
こ
に

宣
言
し
ま
す
。

　

大
会
宣
言
の
後
、
記
念
講
演
と
し
て
、

「
認
知
症
を
理
解
し
、
地
域
で
支
え
る
こ

と
」
と
題
し
て
、
松
本
診
療
所
（
も
の
わ

す
れ
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
院
長
・
理
事
長
の
松

本
一
生
さ
ん
に
、
認
知
症
に
つ
い
て
、
地

域
包
括
ケ
ア
に
お
け
る
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
役
割
に
つ
い
て
お
話
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

認
知
症
は
多
く
の
高
齢
者
に
と
っ
て
身

近
な
問
題
で
あ
り
、
六
十
五
歳
以
上
の
四

人
に
一
人
が
認
知
症
と
そ
の
予
備
軍
と
な

る
計
算
に
な
り
ま
す
。「
も
の
忘
れ
が
激

し
い
」、「
判
断
・
理
解
力
が
衰
え
る
」
な

ど
の
認
知
症
状
だ
け
で
な
く
、「
人
柄
が

変
わ
る
」
な
ど
行
動
・
心
理
症
状
が
現
れ

る
人
も
い
ま
す
。
自
分
で
気
づ
く
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
家
族
な
ど
の
身
近
な

人
が
気
づ
く
と
き
に
は
、「
こ
れ
ま
で
よ

り
怒
り
っ
ぽ

く
な
っ
た
」、

「
何
度
も
確

認
が
増
え

た
」、「
家
電

の
操
作
が
で

き
な
く
な
っ

た
」、「
何
事

に
も
関
心
を

示
さ
な
い
」、

「
大
き
な
お
札
で
の
支
払
い
ば
か
り
す
る
」

と
い
っ
た
症
状
か
ら
三
つ
以
上
思
い
当
た

れ
ば
専
門
家
へ
の
相
談
を
お
す
す
め
し
ま

す
。
ま
た
、
多
く
の
認
知
症
の
人
は
、「
こ

れ
ま
で
の
自
分
と
は
違
う
」、「
私
は
ど
こ

も
悪
く
な
い
の
に
」
と
い
う
感
情
を
も
っ

て
い
ま
す
。
当
人
も
自
分
の
変
化
に
戸

惑
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
周
り
の
人

た
ち
が
認
識
し
て
お
く
こ
と
で
、
関
わ
り

方
が
違
っ
て
き
ま
す
。
私
自
身
も
妻
の
看

護
を
経
験
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
治
療

者
よ
り
伴
奏
者
で
あ
り
た
い
」
と
い
う
思

い
の
も
と
、
日
々
患
者
さ
ま
の
ケ
ア
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
同
じ
よ
う
な
思
い
で

見
守
っ
て
く
れ
る
人
が
増
え
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
が
増
え
た
ら
い
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

記
念
講
演
（
要
旨
）

�

北
区
　
御
津
地
区
　
戸
田
　
元
宣

　

平
成
二
十
七
年
度

第
八
十
四
回
全
国
民

生
委
員
・
児
童
委
員

大
会
が
、
十
月
十
五

日
か
ら
十
六
日
に
か

け
て
富
山
県
富
山
市
、

高
岡
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
の
富

山
市
総
合
体
育
館
は
、
三
千
五
百
余
名
と

い
う
多
く
の
参
加
者
に
よ
っ
て
埋
め
尽

く
さ
れ
ま
し
た
。
森
寺
獅
子
方
連
中
に
よ

る
迫
力
あ
る
演
舞
で
開
幕
し
、
全
国
民
生

委
員
児
童
委
員
連
合
会
堀
江
正
俊
会
長

の
式
辞
、
次
に
永
年
民
生
委
員
児
童
委
員

活
動
の
功
績
に
対
し
て
の
表
彰
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

特
別
講
演
で
は
、「
ク
ロ
ヨ
ン
が
遺
し

た
も
の
―
志
の
連
鎖
―
」
と
題
し
て
、

講
師
の
株
式
会
社
熊
谷
組
相
談
役
の
大

田
弘
氏
に
よ
る
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
七

年
の
歳
月
と
五
百
十
四
億
円
の
工
費
、
延

べ
九
百
九
十
万
人
の
労
働
者
を
投
入
し
、

一
九
六
三
年
（
昭
和
三
十
八
年
）
に
完
成

し
、
当
時
は
発
電
さ
れ
た
電
気
を
主
に
関

西
方
面
に
送
電
し
ま
し
た
。
以
前
、
映
画

で
「
黒
部
の
太
陽
」
を
観
た
こ
と
が
あ
り
、

講
話
の
内
容
と
重
な
り
改
め
て
感
動
い

た
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
十
の
活
動
交
流
会
で
専
門

家
と
の
熱
心
な
討
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

一
「
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
の
推
進
」

二
「
障
が
い
者
が
生
活
し
や
す
い
地
域
づ

く
り
の
た
め
に
」

三
「
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
こ
と

が
で
き
る
地
域
づ
く
り
の
推
進
」

四
「
災
害
に
備
え
る
民
生
委
員
・
児
童
委

員
活
動
」

五
「
生
活
困
窮
世
帯
の
自
立
支
援
を
進
め

る
た
め
に
」

六
「
住
民
参
加
に
よ
る
支
え
合
い
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」

七
「
課
題
を
抱
え
る
親
子
へ
の
相
談
支
援

活
動
の
推
進
」

八
「
地
域
の
関
係
者
の
連
携
に
よ
る
子
ど

も
の
貧
困
対
策
の
推
進
」

九
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
活
動
し
や

す
い
環
境
整
備
の
た
め
に
」

十
「
こ
れ
か
ら
の
民
生
委
員
活
動
の
た
め

に
百
年
の
歴
史
に
学
ぶ
」

　

来
年
度
、
第
八
十
五
回
全
国
大
会
は
香

川
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
度
　�

第
八
十
四
回

全
国
民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
会
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用
主
に
あ
た
る
民
間
事
業
者
が
収
集
す
る

こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
個
人
番
号
カ
ー
ド
と
は

　

任
意
の
申
請
に
よ
り
、「
個
人
番
号
カ
ー

ド
」
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
個

人
番
号
カ
ー
ド
は
、
顔
写
真
付
き
の
本
人

確
認
書
類
と
し
て
、
ま
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
確
認
書
類
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。カ
ー

ド
に
登
載
さ
れ
る
電
子
証
明
書
を
利
用
す

れ
ば
、
e-

Ta
x
や
住
民
票
等
の
コ
ン
ビ

ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
等
を
利
用
可
能
で
す
。

○�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
か
た
っ
た
詐
欺
に
ご

注
意
！

　
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
伴
い

個
人
情
報
を
調
査
し
て
い
ま
す
」
な
ど
と

資
産
や
保
険
の
契
約
状
況
を
聞
き
出
そ
う

と
す
る
不
審
な
電
話
や
訪
問
調
査
の
事
例

等
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
や
し
い
と

思
っ
た
ら
、
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
お

問
い
合
わ
せ
：
一
八
八
）
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
制
度
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
（
〇
一
二
〇
―
九
五
―
〇
一
七
八
）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

平
成
二
十
七
年
十
月
五
日
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
法
（
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
法
律
）
が
施
行
さ
れ
、
平
成

二
十
八
年
一
月
か
ら
、
社
会
保
障
・
税
・

災
害
対
策
の
分
野
の
事
務
手
続
に
お
い

て
、
申
請
書
等
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記

載
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
は

　

国
内
に
住
民
票
を
有
す
る
方
ひ
と
り
ひ

と
り
に
指
定
さ
れ
た
十
二
桁
の
数
字
で

す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
に
よ
り
事
務

処
理
に
必
要
な
情
報
を
正
確
に
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
添
付
書
類

の
省
略
や
行
政
の
効
率
化
が
可
能
と
な
る

他
、
課
税
や
社
会
保
障
給
付
を
よ
り
適
正

に
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
公
平
公
正

な
社
会
を
実
現
し
ま
す
。

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取
り
扱
う
事
務

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
原
則
と
し
て
市
役
所

や
税
務
署
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
の
行
政

機
関
が
、
法
令
で
定
め
ら
れ
た
事
務
処
理

に
必
要
な
範
囲
で
利
用
し
ま
す
が
、
例
え

ば
税
務
署
等
に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
の

た
め
に
、
従
業
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
雇

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て
」

愛称：マイナちゃん

な
い
シ
ー
ツ
や
お
し
め
は
、
相
当
な
量
で

あ
る
た
め
、
旭
川
荘
を
支
え
て
い
る
ス
タ
ッ

フ
の
方
か
ら
は
「
と
て
も
助
か
り
ま
す
」
と

の
お
声
も
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
、
旭
川
荘
で
は
、
利
用
者
の
生
活

支
援
に
加
え
て
、
自
主
性
尊
重
や
地
域
住

民
と
の
交
流
促
進
の
た
め
、
利
用
者
に
よ

る
音
楽
活
動
や
地
域
活
動
に
も
特
に
力
を

入
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

地
域
福
祉
推
進
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
も
こ
う
し
た
新
た
な
取
り
組
み
へ
の
参

加
や
付
き
添
い
な
ど
、
利
用
者
本
人
に
直

接
関
わ
る
活
動
が
中
心
と
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
利
用
者
と
の
ふ
れ
あ
い
で
は
、
む

し
ろ
私
た
ち
の
ほ
う
が
学
ぶ
こ
と
も
多

く
、
み
な
さ
ん
と
有
意
義
な
時
間
を
過
ご

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
旭
川
荘
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
は

じ
め
と
し

て
、
地
域

に
密
着
し

た
福
祉
活

動
を
推
進

し
て
参
り

た
い
と
思

い
ま
す
。

�

地
域
福
祉
推
進
部
　
部
長
　
旭
竜
地
区

�

　
泉
　
照
子

　

平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
日
に
行
わ
れ

た
「
旭
川
荘
創
立
六
十
周
年
記
念
式
典
」

に
お
い
て
、
岡
山
市
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
（
民
児
協
）
は
、
同
地
域
福
祉
推

進
部
に
よ
っ
て
永
年
続
け
て
き
た
旭
川
荘

へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
し
て
、
表

彰
を
受
け
、感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

岡
山
市
の
民
児
協（
地
域
福
祉
推
進
部
）

で
は
、
以
前
よ
り
、
旭
川
荘
の
利
用
者
に

対
す
る
奉
仕
作
業
を
行
っ
て
お
り
、
現
在

は
各
地
区
の
協
力
の
も
と
、
毎
週
月
曜
日

（
祝
祭
日
・
年
末
年
始
等
を
除
く
）
の
午

前
十
時
半
か
ら
正
午
ま
で
の
間
、
当
番
制

で
旭
川
荘
へ
の
様
々
な
活
動
を
企
画
、
実

施
し
、
定
例
の
地
域
福
祉
活
動
と
し
て
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
の
一
つ
に
「
お
し
め
た

た
み
」
と
い
う
作
業
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
活

動
は
、
利
用
者
が
使
用
し
た
シ
ー
ツ
や
お
し

め
を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
後
に
私
た
ち
の
手
に

よ
っ
て
、
一
枚
ず
つ
た
た
み
込
む
と
い
う
も

の
で
す
。
利
用
者
の
日
常
生
活
に
欠
か
せ

旭
川
荘
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

　
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
！
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�

地
域
福
祉
推
進
部
　
副
部
長
　
芥
子
山
地
区

�
　
早
坂
　
勝
男

　

地
域
福
祉
推
進
部
は
、
多
様
化
す
る
福

祉
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
教
養
を
高

め
、
地
域
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き

る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
、
ま
た
活
動
を

通
じ
て
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
推

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
は
子
ど
も
や
高
齢
者
に
関
す

る
問
題
に
つ
い
て
研
修
を
し
て
き
ま
し

た
。
今
年
度
の
テ
ー
マ
は
障
が
い（
精
神
・

身
体
・
知
的
）
で
あ
り
、
今
回
の
視
察
研

修
先
は
倉
敷
市
に
あ
る
「
社
会
福
祉
法
人

ク
ム
レ
生
活
介
護
事
業
所
コ
ト
ノ
ハ
」、

「
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
倉
敷
学
園
」、

「
児
島
障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
二

か
所
と
し
、
十
一
月
十
八
日
に
実
施
い
た

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た

が
、
五
十
三
名
の
参
加
で
市
営
駅
南
駐
車

場
を
出
発
し
、最
初
の
研
修
先
で
あ
る「
社

会
福
祉
法
人
ク
ム
レ
」に
到
着
し
ま
し
た
。

管
理
者
の
上
村
様
か
ら
の
映
像
に
よ
る
紹

介
で
は
、
子
育
て
支
援
、
発
達
支
援
及
び

自
立
支
援
の
三
事
業
を
展
開
し
、
二
十
六

の
事
業
所
で
運
営
し
て
い
る
こ
と
。
子
育

て
支
援
事
業
部
は
水
島
、
発
達
支
援
・
自

立
支
援
事
業
部
は
倉
敷
（
中
庄
）
を
拠
点

に
事
業
展
開
し
、
０
歳
児
か
ら
高
齢
者
ま

で
様
々
な
福
祉
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
相
談

支
援
か
ら
直
接
的
な
支
援
ま
で
対
応
し
て

い
る
こ
と
な
ど
丁
寧
な
説
明
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。因
み
に
法
人
の
名
前
の「
ク

ム
レ
」
と
は
ラ
テ
ン
語
の
引
用
で
、「
共

に
生
き
る
」
と
い
う
造
語
だ
そ
う
で
す
。

　

最
初
に
案
内
さ
れ
た
の
が
、
障
害
者
総

合
支
援
法
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る

「
生
活
介
護
事
業
所
コ
ト
ノ
ハ
」
で
す
。

障
害
程
度
区
分
の
三
か
ら
六
で
常
時
介
護

を
必
要
と
す
る
方
に
対
し
、
主
と
し
て
日

中
に
お
い
て
日
常
生
活
（
排
泄
、食
事
等
）

の
介
護
・
創
作
活
動
や
生
産
活
動
の
機
会

を
提
供
す
る
生
活
介
護
施
設
で
す
。
開
所

か
ら
九
年
目
の
現
在
、
四
十
名
の
定
員
に

対
し
五
十
七
名
が
利
用
さ
れ
て
お
り
、
利

用
者
の
方
の
平
均
年
齢
は
三
十
四
歳
だ
そ

う
で
す
。
利
用
者
一
人
ひ
と
り
の
可
能
性

を
見
出
す
た
め
に
取
組
ん
で
い
る
文
化
活

動
の
一
環
で
描
か
れ
た
絵
画
は
、
カ
ラ
フ

ル
に
彩
ら
れ
て
お
り
、
温
か
み
の
あ
る
作

風
で
し
た
。
生
産
活
動
の
受
託
作
業
と
し

て
フ
ル
ー
ツ
ネ
ッ
ト
や
割
箸
の
袋
入
れ
作

業
を
真
剣
に
さ
れ
て
お
り
、
私
た
ち
の
日

常
生
活
に
利
用
さ
れ
て
い
る
も
の
が
障
が

い
者
の
み
な
さ
ん
が
協
力
し
て
生
み
出
し

て
い
る
も
の
だ
と
思
う
と
、
頭
の
下
が
る

思
い
で
し
た
。

　

次
に
案
内
さ
れ
た
の
が
、
隣
の
棟
に
あ

る「
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
倉
敷
学
園
」

で
す
。
こ
こ
は
、
な
ん
ら
か
の
障
が
い
や

発
達
の
遅
れ
の
あ
る
お
子
さ
ん
が
利
用
す

る
施
設
で
、
保
護
者
と
の
情
報
交
換
を
基

に
、
一
人
ひ
と
り
の
お
子
さ
ん
の
個
別
支

援
計
画
を
作
成
す
る
な
ど
の
療
育
を
行
っ

て
い
ま
す
。
開
園
か
ら
三
十
七
年
を
迎
え

る
現
在
、
六
ク
ラ
ス
五
十
名
の
定
員
に
対

し
六
十
二
名
が
利
用
さ
れ
て
お
り
、
軽
度

の
障
が
い
が
あ
る
人
が
三
分
の
二
、
重
度

が
三
分
の
一
だ
そ
う
で
す
。
ド
ア
を
開
け

て
部
屋
に
入
る
な
り
、
数
人
が
待
ち
焦
が

れ
た
か
の
よ
う
に
笑
顔
と
大
き
な
声
で
あ

い
さ
つ
し
て
く
れ
た
の
が
印
象
深
か
っ
た

で
す
。

　

午
後
か
ら
は
「
児
島
障
が
い
者
支
援
セ

ン
タ
ー
」
を
視
察
し
ま
し
た
。
こ
の
施
設

●
●
● 

地
域
福
祉
推
進
部 

●
●
●�

　「
部
員
視
察
研
修
に
つ
い
て
」

は
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
気
軽
に
く
つ
ろ

げ
る
憩
と
交
流
の
場
を
用
意
さ
れ
、
心
の

悩
み
や
福
祉
制
度
の
利
用
を
は
じ
め
様
々

な
こ
と
に
つ
い
て
の
相
談
を
す
る
こ
と
が

で
き
、
ま
た
、
生
活
の
質
を
高
め
る
た
め

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

開
催
し
て
い
る
施
設
で
す
。
カ
ラ
オ
ケ
や

パ
ソ
コ
ン
、
卓
球
台
な
ど
で
楽
し
む
こ
と

も
で
き
、
バ
ス
旅
行
な
ど
も
企
画
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

　

今
ま
で
視
察
研
修
と
言
え
ば
、
県
外
に

視
察
先
を
選
び
が
ち
で
あ
り
ま
し
た
が
、

今
回
の
研
修
で
岡
山
市
の
近
郊
に
も
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
素
晴
ら
し
い
施

設
が
あ
る
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
た

の
が
収
穫
と
な
り
ま
し
た
。

部
会
の

コ
ー
ナ
ー
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�

建
部
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
　

�
会
長
　
本
田
　
茂
子

　

例
年
よ
り
も
一
足
早
く
、
白
梅
・
紅
梅

も
ほ
こ
ろ
び
、
暖
冬
と
い
わ
れ
る
中
で
迎

え
た
二
十
八
年
の
穏
や
か
な
年
の
始
め
。

の
ん
び
り
と
過
ご
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
研

修
会
の
日
が
近
く
な
る
に
つ
れ
予
定
外
の

近
年
に
な
い
強
い
寒
波
の
到
来
の
報
せ
。

と
う
と
う
一
月
二
十
日
に
は
、
我
が
家
の

周
辺
は
一
変
し
て
一
面
の
雪
景
色
と
な
り

ま
し
た
。

　

そ
し
て
迎
え
た
一
月
二
十
一
日
の
朝
。

暦
の
上
で
は
「
大
寒
」
の
こ
の
日
に
、
北

区
北
全
体
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
極
寒
に
見
舞
わ
れ
る
が
、
春
の
兆
し
あ

り
」
の
言
葉
ど
お
り
に
心
配
さ
れ
た
前
日

の
雪
も
溶
け
、
早
速
会
場
準
備
に
取
り
か

か
り
ま
し
た
。

　

北
区
北
福
祉
区
管
内
の
八
地
区
民
児
協

委
員
が
建
部
の
地
に
集
い
、
お
互
い
の
健

康
と
ま
す
ま
す
の
活
躍
を
誓
う
中
で
の
幕

開
け
と
な
り
ま
し
た
。
民
生
委
員
児
童
委

員
信
条
唱
和
の
後
、
今
回
初
め
て
民
生
委

員
の
歌
「
花
咲
く
郷
土
」
を
全
員
で
合
唱

し
、
歌
詞
に
込
め
ら
れ
た
想
い
を
一
人
ひ

と
り
が
心
に
深
く
受
け
止
め
て
い
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
講
師
に
社
会
福
祉
法
人
南な
ん

野や

育
成
園
理
事
長
の
叶か
な

原は
ら

土つ
く
し筆
先
生
を
お
迎

え
し
、「
あ
な
た
に
出
会
っ
て
あ
り
が
と

う
」
と
題
し
て
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
永
年
に
わ
た
り
福
祉
の
道
一
筋
に

歩
ん
で
こ
ら
れ
た
先
生
の
お
話
を
聞
け
る

機
会
を
、
全
員
が
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま

し
た
。

　

檀
上
に
立
た
れ
た
叶
原
先
生
の
第
一
声

は
、
は
っ
き
り
と
元
気
な
声
で
の
「
み
な

さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
」
で
し
た
。
ホ
ー

ル
全
体
に
響
き
渡
る
あ
い
さ
つ
に
、
こ
だ

ま
の
様
に
「
こ
ん
に
ち
は
！
」
と
全
員
の

声
が
返
っ
て
き
ま
す
。「
あ
い
さ
つ
は
、

人
と
人
を
つ
な
ぐ
魔
法
の
言
葉
」
を
モ
ッ

ト
ー
と
さ
れ
る
先
生
ら
し
く
、
優
し
い
笑

顔
も
忘
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、「
お
は
よ
う
」

「
行
っ
て
お
帰
り
」
な
ど
あ
た
り
ま
え
の

あ
い
さ
つ
が
、
相
手
の
顔
を
見
て
自
然
に

で
き
る
家
庭
の
大
切
さ
を
一
番
に
話
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、「
人
生
は
出
会
い

で
つ
く
ら
れ
る
。
良
き
師
に
出
会
え
ば
良

い
人
生
が
導
か
れ
る
。」
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
に
と
っ
て
、
自
ら

親
を
選
ぶ
こ
と
は
で
き
ず
、
近
年
で
は
親

子
を
取
り
巻
く
環
境
も
様
々
で
、
普
通
で

あ
る
こ
と
の
む
ず
か
し
さ
を
感
じ
る
日
々

で
す
。

　
「
あ
な
た
が
大
切
だ
」
と
誰
か
に
言
っ

て
も
ら
え
る
だ
け
で
生
き
て
ゆ
け
る
。
そ

し
て
自
分
の
存
在
を
認
め
ら
れ
る
だ
け

で
、
人
は
も
っ
と
強
く
な
れ
、
夢
を
も
っ

て
自
分
の
足
で
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が

で
き
る
は
ず
で
す
。
そ
の
誰
か
が
、
一
番

身
近
な
親
で
あ
れ
ば
本
当
に
嬉
し
い
こ
と

で
す
。

　

子
ど
も
に
は
、「
愛
と
思
い
や
り
」
の

あ
る
価
値
観
を
与
え
た
い
。
そ
の
た
め
に

は
、
子
ど
も
の
周
囲
に
良
い
手
本
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。「
な
っ
て
ほ
し

い
子
ど
も
の
姿
」
を
親
や
教
師
も
自
ら
示

す
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
。

　

三
十
年
間
、
子
ど
も
た
ち
と
寝
食
を
と

も
に
し
、
た
く
さ
ん
の
親
子
を
見
て
こ
ら

れ
た
先
生
の
言
葉
は
、
こ
れ
か
ら
の
私
た

福
祉

区
の取り

組
み１

　
●
●
● 

北
区
北
福
祉
区 

●
●
●�

「
全

体

研

修

会
」

ち
の
生
き

方
を
問
わ

れ
て
い
る

よ
う
で
し

た
。
F
1

レ
ー
サ
ー

の
ア
イ
ル

ト
ン
・
セ

ナ
の
言
葉

の
中
に
、

「
こ
の
世
に

生
を
受
け

た
こ
と
、
そ
れ
自
体
が
最
大
の
チ
ャ
ン
ス

で
は
な
い
か
」と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

生
か
さ
れ
た
命
に
感
謝
し
、
積
み
上
げ
て

き
た
命
を
周
り
の
た
め
に
使
う
こ
と
に
つ

な
が
る
の
だ
と
強
く
思
い
ま
し
た
。
ま
だ

ま
だ
た
く
さ
ん
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た

が
、
叶
原
先
生
に
お
会
い
で
き
た
こ
と
に

「
あ
り
が
と
う
」。

　

そ
し
て
、
民
生
委
員
と
い
う
仕
事
で
出

会
っ
た
す
べ
て
の
人
々
に「
あ
り
が
と
う
」

と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。
た
く
さ
ん
の
仲
間

や
支
え
励
ま
し
て
く
だ
さ
る
み
な
さ
ま
の

お
か
げ
で
、
無
事
に
今
日
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
感
謝
で
す
。
百
周
年
に
向
け
、
頑

張
る
力
を
少
し
も
ら
い
ま
し
た
。
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岡
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
南
区
南
事
務
所

　

平
成
二
十
六
年
度
よ
り
、
岡
山
市
社
会

福
祉
協
議
会
で
は
、
各
福
祉
区
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
の
事
務
局
を
担
わ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
南
区
南
福
祉
区

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
（
以
下
、
当

協
議
会
）
で
は
、
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

に
お
り
ま
す
岡
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
職

員
二
名
で
、
当
協
議
会
の
事
務
局
業
務
や

岡
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
業
務
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

当
協
議
会
の
全
体
の
活
動
と
し
ま
し
て

は
、
総
会
を
は
じ
め
、
年
二
回
の
全
体
研

修
会
と
役
員
の
視
察
研
修
、
オ
レ
ン
ジ
リ

ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
八
月
に
行
い
ま
し
た
全
体
研
修
会
で

は
、
社
会
福
祉
法
人
南
野
育
成
園
理
事
長

の
叶
原
土
筆
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
あ

な
た
に
出
会
っ
て
あ
り
が
と
う
」
と
題
し

て
児
童
福
祉
の
歴
史
や
最
近
の
児
童
福
祉

の
現
状
な
ど
具
体
的
な
話
を
も
と
に
研
修

し
ま
し
た
。
ま
た
、
十
一
月
に
は
福
浜
学

区
で
行
わ
れ
て
い
る
防
災
体
験
収
穫
祭
の

会
場
で
、
地
区
会
長
と
主
任
児
童
委
員
が

集
ま
り
、
作
成
し
た
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
を

配
布
し
、
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
活
動
を
し
ま
し
た
。
一
月
に
は
愛
媛
県

松
山
市
に
あ
り
ま
す
「
託
老
所
あ
ん
き
」

を
訪
問
し
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し

続
け
る
た
め
の
支
援
に
つ
い
て
視
察
研

修
、
ま
た
二
月
に
は
、
岡
山
市
こ
こ
ろ
の

健
康
セ
ン
タ
ー
の
方
に
「
精
神
障
害
者
の

対
応
の
仕
方
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

　

当
協
議
会
で
は
、
会
長
連
絡
会
・
地
域

福
祉
推
進
部
・
主
任
児
童
委
員
部
会
の
三

つ
の
部
会
で
そ
れ
ぞ
れ
活
動
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　

会
長
連
絡
会
で
は
、
当
協
議
会
の
全
体

活
動
の
検
討
や
、
各
地
区
の
情
報
交
換
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
福
祉
推
進
部
で
は
、
成
徳
学
校
の

視
察
や
慈
圭
病
院
で
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

講
座
を
行
っ
た
り
、
警
察
署
の
方
を
講
師

に
招
い
て
特
殊
詐
欺
に
つ
い
て
の
研
修
を

行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
区
の

あ
る
町
内
会
で
積
極
的
に
見
守
り
活
動
を

行
っ
て
い
る
方
々
の
活
動
を
聞
き
、
地
域

に
お
け
る
見
守
り
活
動
に
つ
い
て
の
研
修

も
行
い
ま
し
た
。

　

主
任
児
童
委
員
部
で
は
、
北
区
北
福
祉

区
の
主
任
児
童
委
員
の
方
と
合
同
で
学
校

法
人
「
お
か
や
ま
希
望
学
園
」（
吉
備
中

央
町
）
に
視
察
研
修
に
行
き
ま
し
た
。
ま

た
、
岡
山
市
教
育
委
員
会
の
方
か
ら
「
発

達
障
害
・
不
登
校
に
つ
い
て
」
と
題
し
て

研
修
を
行
い
、そ
の
後
N
P
O
法
人
「
人
・

ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
」
理
事
長
の
藤
井
弥
生

氏
を
講
師
に
招
き
、
子
ど
も
の
発
達
障
害

に
つ
い
て
も
勉
強
し
、
子
ど
も
た
ち
を
取

り
巻
く
課
題
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
も

研
修
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
二
十
六
年

度
は
南
区
南
福
祉
区
管
内
の
各
中
学
校
と

の
情
報
交
換
を
行
い
、
二
十
七
年
度
は
各

小
学
校
と
の
情
報
交
換
を
行
い
、
日
頃
か

ら
の
つ
な
が
り
の
重
要
性
を
再
確
認
し
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
多
く
の
研
修
や
情
報

交
換
を
行
う
こ
と
で
、日
頃
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
活
動
の
さ
ら
な
る
向
上
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

各
福
祉
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

の
事
務
局
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

で
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
方
々
と
よ

福
祉

区
の取り

組
み２

　
●
●
● 

南
区
南
福
祉
区 

●
●
●�

南
区
南
福
祉
区
の
取
り
組
み

り
密
に
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
、
岡
山
市

社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
の
場
も
さ
ら
に

広
が
っ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま

す
。そ
の
つ
な
が
り
を
今
後
さ
ら
に
深
め
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
が
一
層
充
実

す
る
た
め
の
お
手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
こ
の
機
会
に
皆
様
方
に
も
岡
山
市

社
会
福
祉
協
議
会
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
日
頃
の
岡
山

市
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
は
、
本
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
随
時
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

福
祉
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の

事
務
局
と
し
て
、
岡
山
市
社
会
福
祉
協
議

会
と
し
て
今
後
も
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

肥田さん 酒井さん
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編

集

後

記

　

昨
年
は
、
寒
冷
多
雨
な
ど
、
天
候

異
変
の
一
年
で
し
た
が
、
今
年
は
正

月
か
ら
暖
か
く
穏
や
か
な
日
が
続
き
、

中
下
旬
か
ら
は
梅
の
花
が
各
地
で
咲

き
、
き
っ
と
今
年
は
平
穏
な
一
年
に

な
る
の
か
な
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
「
民
児
協
お
か
や
ま
」
第
四
十
一

号
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
号
は
対
外

的
な
P
R
も
兼
ね
て
、
表
紙
に
中
四

国
最
大
級
の
一
万
四
千
余
名
の
ラ
ン

ナ
ー
が
参
加
し
た
「
第
一
回
お
か
や

ま
マ
ラ
ソ
ン
」
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
市
民
児
協
の
動
き
と
し
て
、

全
国
大
会
へ
の
参
加
、
地
区
民
児
協

の
活
動
や
地
域
福
祉
推
進
部
視
察
研

修
、
わ
た
し
の
趣
味
欄
等
々
、
少
々

欲
張
っ
て
編
集
い
た
し
ま
し
た
。

　

ご
多
忙
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ご
寄

稿
を
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま
に
、
広

報
委
員
一
同
感
謝
す
る
次
第
で
す
。

　

最
後
に
、
今
年
は
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
一
斉
改
選
の
年
に
あ
た
り

ま
す
。
さ
ら
な
る
社
会
福
祉
の
向
上

に
向
け
て
、
新
し
い
年
度
を
力
一
杯

踏
み
出
さ
れ
ま
す
よ
う
、
み
な
さ
ま

の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
、
編
集
後
記

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

山
本　

周
二　

記
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「福浜幼稚園児と芋ほり遊び“芋つくり名人・８年連続大豊作”」

南区福浜地区　　猶原　嗣雄

「植物画（ボタニカルアート）」 「短歌」

花名「オーニソガラム」花言葉：潔白、純粋

東区西大寺地区　　谷田　繁美

山
茶
花
の
花
咲
く
道
辺
に
は
や
春
の

　
　
兆
し
の
水
仙
つ
ぼ
み
見
え
を
り

柊
に
白
き
花
咲
き
て
冬
枯
れ
の
　
　

　
庭
に
彩
り
添
へ
て
呉
れ
た
り

東
区
西
大
寺
地
区

日
笠
　
眞
佐
子

※
ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
：

　

 

草
花
を
科
学
的
に
精
確
に
描
出

す
る
も
の


